
Ⅰ．審査方法

Ⅱ．契約予定者の選定方法

Ⅲ．評価方法

◎選考における評価基準の目安

国立大学法人熊本大学知的財産評価・活用等支援業務
企画競争審査基準

 提出された企画提案書等及びその他の資料及び面接選考について、本審査基準に基づき審査を行い、一
定の条件を満たす者を契約予定者として選定する。

 評価は企画提案書提出要領の「１．企画提案書の提出」の各項目及び面接選考の各項目に対応する次の
審査基準により評価し、各項目における選定委員会の各委員が評価した点数の平均点を合計したものを企
画提案した者の得点とする。

（あくまでも目安であり、選定委員は各評価項目で上限内であれば任意の点数をつけることができる。
『(6)面接選考』については実施時のみとする。）
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 提出された企画提案書等に基づき、国立大学法人熊本大学（以下「本学」という。）に設置された国立
大学法人熊本大学知的財産評価・活用等支援業務企画競争選定委員会（以下「選定委員会」という。）に
おいて書類選考及び必要に応じて面接選考を実施する。また、必要に応じて審査期間中に提案の詳細に関
する追加資料を求めることがある。
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以下、審査基準(5)のとおり

15点 12点 9点 4点 0点

(5)ワーク・ライフ・バラ
    ンス等の取組

(6)面接選考
【※実施時
 のみ】

①企画説明
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◎選考における審査基準

配点 合計
(1) 【30】

(2) 【20】

(3) 【10】

(4) 【10】

(5) 最大【5】

2.0  75
3.0
4.0
5.0
1.0

100 

2.0
2.5
2.5
2.5
3.0
3.0

（６） 【25】
【15】

【10】

業務の内容が公募要領、仕様書の趣旨に沿ったものであるか。

行動計画策定済（女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定義
務がない事業主（常時雇用する労働者の数が100人以下のもの）に限
る）

【金額の妥当性】

（『(6)面接選考』については実施時のみとし、実施時は６項目合計100点、未実施時は５項目合計75点
となる。）

業務を円滑かつ確実に遂行できる体制が整っているか。特に、本業務の
目的を達成するための人材が確保できるか。

企画提案書
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【業務内容】

【実施体制】

●くるみん認定①（平成29年3月31日までの基準）
●トライくるみん認定

●くるみん認定③（令和4年4月1日以降の基準）
●くるみん認定②（平成29年4月1日～令和4年3月31日までの基準）

次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（くるみん認定企
業・トライくるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業）

●成功報酬、営業費用が適切な考え方に基づく額・料率となっている
 か。
【ワーク・ライフ・バランス等の取組】

【実績】
類似プログラムの豊富な実績を有しているか。

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に
基づく認定（えるぼし認定企業、プラチナえるぼし認定企業）等

●提案内容に対して、積算内訳根拠が示されており、見積額が適切か。

●えるぼし認定１段階目 
●えるぼし認定２段階目 
●えるぼし認定３段階目 
●プラチナえるぼし認定 

●プラチンくるみん認定

②【質疑応答】
●質問に対し、的確な回答を行っているか。
●真摯に回答しているか。

青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定
（ユースエール認定）

●プレゼン内容は企画提案書に沿っているか。

●プレゼンの内容や資料はわかりやすいか。
●説明は要点をおさえており的確であるか。

【面接選考】
①【企画説明】

●プレゼンは魅力的で営業力が認められるか。


